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放牧牛の生理ザ生態に関する研究

皿r14 季節的にみた野草エネノレギー生産量と放牧和牛

エネノレギー消費量との関係※

春本 直※※⑧加藤正信※※⑧青木晋平繊※
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Phys工ologicaユand－Eco1ogica1Stud1es　on　the　Grazmg　Catt1e

　　皿一14Seasonal　Change1n　Re1at1on　to　Grass　Energy

　　　　Pτoduct1on　and　Energy　Expend．iture　of　Catt1e

　　　　　　　　　　on　Natwe　Grass1and二

　　　　　　　　緒　　　　　言

　既報（2）では，放牧期間中における原野草のエネルギー

生産量と放牧和牛のエ不ルギー必要量との関係から，

駆azmg　capac1tyの季節的変化について検討を行なっ

た．しかし放牧和牛のエネルギー消費量の季節的な変異

についての要因を考慮に入れずに駆a2mg　CaPaC1tyを求

めたことに問題があった。また調査を実施しなかった夏

期休牧期間中の8～9月の原野草の草年状況が非常に良

好であることが予想され，この期間の野草エネルギー生

産量と放牧和牛のエネルギら消費量との関係を知ること

によって，夏放牧についての基礎的な知識をえることが

できると考えた。

　本試験はこれら2点についての検討を行なうため，5

～10月にかけて夏期をも合めた連続放牧を実施し，季節

的に放牧和牛のエネルギー消費量の測定を行ない，それ

と同時に原野草の工不ルギー生産量を決定して駆aZmg

capaC1tyの季節的な変化を調べたものである。

　　　　　　　　試　験　方　法

　試験実施場所は，既報（2）と同様三瓶山北の原放牧場で

ある。野草試料の採取を行なった場所は、放牧場内でと

くに放牧和牛の採食行動が盛んに行なわれ，かつその地

区の代表的な草生状況を示す4地区（通称びわ石原，長

者原上段，地福連および天井原上段）を選定した。

　試験は1％5年5～10月の放牧期間中において5月25日

6月12日，7月11目，8月20目，9月30目および10月21

目の計6回，上記4地区より野草試料の採取を行ない，

※　1966年8月　目本畜産学会関西支部例会にて講漬

※※　書産学会研究室　　※※※　現商知大学慶学部

時期別の生産量ならびに一般飼料成分の分析を行なっ

た。野草採取方法，試料の調製および分析方法恒ついて

は既報（2）に示した通りである。なお野草のエネルギー生

産量の決定はScHNEIDERの式（5）を用いてT．D．N．を算

出し，T．D．N．／kg当りのエネルギーは3，560Ca1（4）と

仮定して推定値を求めた、

　放牧和牛のエネルギー消費量の測定は、2頭の供試和

牛を用い，野草採取とほぼ等しい時期に実施し，beat一

㎜eter法による間接法（1）で求めたが，その詳細は本研究

皿一13（3）に示されている通りである、

　　　　　　試験結果および考察

1．野草生産量の時期的菱化

・粋（・、、㌧1、、）

200

150

100

50

/lOa(dry t,i. sis) 233 (331) 225 kg/lOa(wet basl' 

313 

815 

81 
800 

dry ~et 173 704 

~ D ("~ 
~:a 162 165 225 

559 600 
l 22 

(16 )
 

t
;
-
'
:
.
 

412 

3 64 

,
~
 
:
~
 
~
 
t
-
,
.
~
'
L
.
.
 

400 

72 278 
( 100~/~) 

t, 

~., 20O 
:~ 1 

,,, 

,
t
:
5
 
,
,
,
,
 

May June July Aug. Sept. Oct. '. AF. 
25　12一ユ1　20　3021

F蛙／．

k410・（・・tb・・i。）

Seaso皿a1changes　of　grass　y1e1dl

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu



一82一 島根農科大学研究報告 第15号A－1農 学（1％7）

工2

10

C醐de卿注．　　　　％

　3．0

6λ5

May　JuΩe加1y　Au＆Sept　Oct　Av．

％　　　　　C．f三ber

M岬Ju鵬Ju1yAu＆Sept，OcLAv．

2．O

C饅鮎・

％

May　June　Ju1y　Au乳Sept　Oct　Av

C．ash

May　JmeJulyAug．Sept．0ct．Av。

％　　　眺鼠・・鼠

40

May　JuΩe　JulyAug．Sept　Oct　A篶

F1g」2　　　Seasona1▽arlatユons1n

　　co正opos1t1on　of　grass　（血ry

　　basis）

　時期別の原野草生産量について，4地区平均値で示す

と第1図のとおりである．

　第1図によれば，放牧初期の5月には野草生産量は著

しく少ないが，その陵季節が進むにつれて8月までは急

増の傾向を示し，8月および9月における乾物生産量は，

5月に比較して3借以上になることがわかる。原野草の

最高生産量を示す時期は，年次による気象条件の差異や

その他の要因の影響もあると考えられるが，8～9月に

調査を実施していない既報（2）の結果で，7月下旬に測定

された最高生産量（2／1kg／／0a，乾物を上回る値が本

試験で8月，9月に測定されたことカ）ら，当放牧場にお

ける野草生産量が最高になるのはこの時期であろうと推

察できる。また8月の生草生産量は，800k9／／0a以上の

値を示しており原野放牧地としては草生がかなり良好で

あったと考えられる．

　従来当地方においては，夏期休牧を行なう理由の一つ

として，高温・乾燥による草類のちょう落，草生悪化が

あげられているが，適当な牧野管理を行なえばこの点に

関しての問題がないことは明らかである曲

2．野草の一般飼料成分の時期的変化

　野草の一般飼料成分含量の時期的な変化について，4

地区の平均値で示すと第2図のとおりである。

　草類の成分含量は，季節や生育時期に伴って変化する

ことは周知のとおりであるが，とくに飼料価値に大きな

影響を及ぽす粗たんぱく質含量の低下と粗繊維含量の増

加の傾向があらわれることは既報で（2）明らかであった

が，第2図に創）ても同様の結果が示されている．すな

わち粗たんぱく質含量については，5月の最高値12．7％

から9月下旬の最低値7．9％までかなりの低下がみられ

／0月下旬若千の回復の傾向があることもすでに確かめ

た。一方粗繊維含量は，5月の最低値222％から7月の

最高値28．8％まで急激に増加し，その後10月にやや減少

している他秋期における粗繊維含量の減少の傾向は，同

時期の粗たんばく質含量が回復する傾向とあわせ考えて

みると，原野の草種構成の変化あるいは植物体の部分的

な枯死による成分構成の変化などが生じたことに原因が

あるのではないかと推察される、その他の一般飼料成分

含量については，季節的にとくに明らかな変化の傾向は

認められない、

　なお生草の水分含量については，5～9月にかけては

70～75％の範囲にあって，季節的な変異はないが，秋期

／0月下旬には57％と著しい低下を示している．しかし，

生草時の水分含量は既報（2）において指摘したように，生

理的要因以外の影響も大きなことを考慮すべきである、

3　野草のエネルギー生産量と放牧和牛のエネルギー必

　要量との関係

　季節的に測定した野草生産量ならびに成分含量をもと

に，放牧和牛に利用される原野の可食草耳ネルギー生産
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Tab1e　l　Assu皿ed　values　used　m曲e　ca1cu1atlon

　　　　of　grazing　capac1ty

％ofaYa11ab1e餌ass

T D N. content of grass estimated by Schneider's formula 

Cal. per kg of T D N 5,560 Cal 

Body weight of grazing cattle 
4COkg 

7zoz)' of available grass 6 c p,~~0 

Damaged grass by trampling 4Ckg/day/head (wet basis) 
by　tra皿1p11ng

Scbne1der’s　for皿m1a

（WetbaS1S）

量の推定値を求め，一方放牧和牛のエネルギー消費量の

季節的な測定を実施し，両者のエネノレギーの関係から当

放牧場の9raz㎜g　capac1tyを求め，その季節的推移に

ついて検討を試みようとした。9razmg　capac1tyの篁

定は次式に従った、

9。。。ユ。g。。。。砒y－a▽釦1・b1e餌・sse・eτ・y（c・1／h・）

　　（h・・d／h・）　t・t・1e・e・gy・eq・・「・m・・t・・

　　　　　　　　　gra刎ng　ca竹1e（ca1／month／head）

　なお算定の基礎として仮定した草あ正D。町含量，そ

のカロリー値，放牧和牛の体重，採食率および蹄傷量に

ついては第1表に示した。

　また原野草のエネルギー生産量の季節的変化について

示すと第2表のとおりである。

　第2表によれば，野草の工D．N．含量は季節とともに

減少する傾向があり，8月以後はとくに飼料価値の低下

が明らかである。しかしながら，原野草のエネルギー生

産量は8，9月に非常に高い値を示しており，その季節

的な変化の傾向は章の生産量に影響されるところが大き

いのがわかる軸

　つきに放牧和牛のエネルギー消費量と蹄傷などによる

草のエネルギー損失量，さらにこの両者の和として求め

た放牧和牛のエネルギー必要量の季節的な変化につい

て示すと第3表のとおりである。同時に放牧和牛の1カ

月当り総エネノレギー必要量を基礎に算定したgra刎ng

capac1tyの値をも示した田

　第3表によれば，放牧和牛のエネノレギー消費量にはか

なりの季節的変異がみられ，7，8月に最高の消費量と

なり，／0月下旬では著しく低い値になる邊／頭1日当り

のエネルギー消費量は7，760～12，720Ca1の範囲であるが

既報（2）で利用した14，800Ca1という値に比しかなり低

い、また蹄傷などによるエネノレギー損失量は，いずれも

牛のエネルギ」消費量を上回る値を示しているが，とく

に10月のエネルギー損失量が大きいのは，生草の乾物含

量が著しく多かったためである、したがって，放牧和牛

のエネルギー消費量がもっとも低い10月に，かえってエ

ネルギー必要量は最高になっている、

　原野の餌a刎ng　capac並yの季節的な変化についてみ

ると，草生状況が良好な8～9月に最高値を示し，／ha

当り放牧可能頭数は3．6頭であるが，放牧初期の5～6

月にはかなり低い値であることがわかる、本試験に用い

た供試和牛は，かなりの放牧経験があるうえ，老令であ

ったのでエネルギー消費量が全般的に低く，また蹄傷量

や採食率の推定値にも検討すべき余地があることを考え

れば，ここで求めた9razing　CapaCityの値を実際的に

利用するには若干問題があるがテ季節的な推移の傾向を

つかむのには有意な数値と考えられる曲

　従来，当放牧場において夏期休牧期間となっている7

Tab1e2．Seaso皿a1cha皿ges1n　y1e1d．a皿d　energy　product1on　of　g蝸ss

Y1e1d　of　grass　（kg／10a，dτy　bas1s）

T．D．N　content　of　grass　（％）

Eneτgy　product1on　o麦grass　（1，000ca1／ha）

Avai1ab1e　grass　energy　（1，000ca1／ha．）

May　　　June　　　J皿1y　　　Au島　　　Sept．　　　O耐．

　72
　67．6

／，725

／，035

　122　　　　1ア3

　66，5　　　　65．5

2婁886　　　　4．043

1．732　　　　2，426

　233
　62．7

5多195

3多11ア

　225　　　　162

　63，9　　　　　62．ξ

5．126　　　　　3．609

3．076　　　　2，165

Tab1e3．Sea§onal　cha皿ges1n　energy　requ1re㎜ent　of　g蘭冨mg　catt1e　and－es切血atea　gra2mg　capac1ty

May June July AIJg. Se pt. Oct. 

E, nergy expenditure in cattle 
(Cal/day/kg B.W.) 

27 . 9
 

50. O 51 .7 51 .8 29 . 8 19.4 

Energy expenditure in cattle 
(Cal/day/head) 

1 1 , 160 1 2 , OOO 1 2 . 680 1 2 . 720 1 1 .920 7 . 760 

Energy loss by tram pling ( Cal/day/head) 15 , 170 1 6 , 754 1 5 , 767 15.881 1 6 , 264 22,916 

Energy requirement in cattle 
(Cal/day/head) 26 ,53c 28 , 754 26 , 447 28 , 60i 28 , 1 84 30 , 676 

Total energy requirement during 
a
 
month grazing(Cal/month/bead) 

789 , 900 862 , 6cO 795 , 40c 858 , OOO 845 , 5cO 920 , 500 

Estimated grazing capacity(head/ha) 1 .5 2.0 5.1 3.6 5.6 2.4 
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月中旬～9月上旬にかけては，原野草の草生状況が良好

でエネルギr生産量も大きく，かつこの時期のgraZmg

caPac1tyは，慣行の放牧期間におけるよりもかえって高

いこ、とが明らかである。また今回，夏期をも合めて連続

放牧を行なった供試和牛は，夏の酷暑期において放牧行

動にやや変化はあったが，生理的な異常は全く認められ

ず，体重も増加している。サシバエ，アブなど害虫の障

害もそれほど問題にはならないことが観察された。夏期

において生産力の高い原野を合理的に利用する方法の確

立が今後重要と考えられる。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　三瓶山北の原放牧場において，5～10月にわたり夏

期をも合めた和牛の連続放牧を行ない，この間、季節的

に測定した原野草の工不ルギー生産量と放牧和牛の工矛

ルギー消費量との関係をもとにして，原野の駆aZmg

capacityを推定し，その季節的変化について検討を行な

った、結果の大要は次のとおりである、

　1）原野草の生産量は，8～9月において最高になり

5月の生産量に比較すれぱ3倍以上に達した。

　2）季節の進むにつれて，原野草ρ粗たんばく質含量

は5月（12．3％l　drヅbasis）から9月（7．9％）まで低

下し，一方粗繊維含量は5月（22．2％）からア月（28．8

％）にかけて増加の傾向があり，とくに8月以後は飼料

価値が明らかに低下した。

　3）原野草のエネルギー生産量は，5月が最低，8月

が最高で，1ha当り1争725，000～5，195，000Ca1の範囲に

あった。

　4）放牧和牛のエネルギー消費量は，7～8月にかけ

てもっとも大きな値を示し，10月には著しく低下するこ

とが明らかとなった。

　5）Graz1ng　caPac1tyは，8月および9月に最高値

を示し，．1ha当り3．6頭であったが，放牧初期の5月で

は13頭に過きず，夏期の原野草のエネルギー生産量が

非常に大きなことがわかった、

　謝辞翻験の実施にあたつて，種・の助力をされた当研究室専攻生寺岡洋

二君に深甚の謝意を表する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S皿醐醐鮒y

　Fro㎜the　gra－ss　y1e1d．s　and　the　chem1ca．1co㎜pos1t1ons1month1y　d．eter皿1ned　we　estm．ated－

the　seasonal　changes　of　the　grass　energy　prod．uct1on　on　the　nat1ve　grass1and　frorn　May　to

Octorber　On　the　other　hand，the　energy　expend1tures　of　grazmg　ca打1e　were㎜eas耐ed　by

beat㎜eter　method．，at　the　same　per1od．as　grass　sa皿p1mg

　The　graz1ng　capac1ty　of　the　na杭ve　grass1and－s　was　caヱcu1atedl　from　the　energy　re1at1ons出p

between　grass　and－gr躯mg　catt1e

　The　pnnc1pa1肥su1ts　o肘a1ned　were　as　fo11ows

　1）　The㎜axmum　grass　y1e1d，233kg／／0ha　on　dry　bas1s，was　observed1n　August　　It　was

o∀er　three　t1㎜es　the　m1nmu㎜∀a1ue　m　May

　2）　Crude　protem　contentユn　grass　d－ecreased－from127％to73％on　dry　bas1s，and．crud．e

f1ber　content　increased　from222％to288％as　the　season　progressed

　3）　Grass　energy　product1ons蘭nged　from　a　m1㎜血um∀a1ue　of1，725，000Ca1／ha1n　May　to

a　ma．測m皿㎜∀a1ue　of5，195，000cal／ha　m　A・ugust．

　4）　The㎜a1測mu㎜graz1ng　capac1亡y　of　these　grass1and－was　est1㎜ated　as36head／ha　m

A迦gust　and－n　septe皿ber，and－on1y13head／ha．m1May

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu


